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１　注意事項・禁止事項

１）本デバイスは事故や損害等が生じる様な場での使用を固く禁止します。

２）デバイスの使用により損害等が発生した場合、夢企画及び製作者は一切の責任を負いません。

３）デバイスの利用に際しては適切な知識や技術が必要です。

４）誤ってデバイス内のプログラムを消したり破損させたりした場合に於いても、再プログラムのみの要

望にはお応えできませんので改めて製品をご購入ください。

５）デバイスの動作確認は Windows10 及び WindowsXp のみで行っています。

よって他の環境では正常に機能しないことがあるかも知れません。

６）デバイス内のプログラムの解析・改竄・流用・販売などは一切禁止します。

７）機能的な保証等も一切ありません。

２　概要

本製品はマイクロチップ社の小規模マイコンＩＣを使用したプログラム済みのデバイスです。

パソコンのＵＳＢポートに接続する事により、５ボタン・ホイールマウスに準じた機能を実現します。

移動の検出はスイッチ接点及び電圧を方向と移動量に変換するアナログ検出の併用が可能です。

左ダブルクリック用の入力も備えています。

３　仕様
　
　※デバイスの詳細については、Microchip 社のデータシートを参照してください。

　デバイス　：　PIC18F25K50, PIC18F24K50
　パッケージ：　２８ピン　300mil－ＤＩＰ
　動作電圧　：　３～５Ｖ
　接続　　　：　USB 2.0 Full-Speed 
　装置認識　：　HID 標準マウス　　
　移動検出　：　方向のみ　デジタル入力　上・下・左・右
　　　　　　　　方向とステップ　アナログ入力　Ｘ・Ｙ
　ボタン　　：　左・中・右・左ダブルクリック・第４・第５
　　　　　　　　※左ダブルクリックのタイミング　ボタンON-OFF間：約 80ms　クリック間：約 100ms
　付加機能　：　１）デジタル移動検出の加速処理　　２）レート２倍　　３）移動開始時の減速処理
　　　　　　　　４）機能変更（基本レート２倍，移動量２倍等）
　



◎セットアップ時機能設定
　電源投入時に移動用接点（上下左右）とボタン用接点（左中右W）の状態を読み取り、機能変更の
　スイッチとします。（接点情報は Lo で有効　※LED 点灯まで状態を保持してください。）
　※既に標準として記録されている場合は、当該機能を無効にします。

接点 動作内容

右移動 基本レート(100)を２倍に。　　※ＲＡＴ２接点による変更とは別に行われます。

左移動 接点による移動量を２倍に。

下移動 アナログ検出による移動量を２倍に。

上移動 初期減速処理時間を２倍に。

中央ボタン 未定

右ボタン 未定

左ボタン 未定

W クリック 機能変更の設定を全て無効に。

　　現在動作中の設定を標準として記録する場合は、通常の動作中にＷクリック接点を Lo状態にして
　　動作確認用の LED が点灯するまで待ちます。（約 2.5秒）
　　記録に失敗した場合は、LED が約 10回点滅します。

　



◎ピン配置と機能

ピン番 名称 I/O

１ Ａ－ＥＮ Ｉ*
Lo：　ＸＹ方向の検出用アナログポートを有効にする。
　　※リセット信号用と兼用ピンのため場合によりノイズ対策が必要

２ ＡＩ－Ｘ AI 左右移動量検出：VDD/2 を移動量０としてVSS側が左、VDD側が右へ移動。

３ ＡＩ－Ｙ AI 上下移動量検出：VDD/2 を移動量０としてVSS側が下、VDD側が上へ移動。

４ ＺＵＰ Ｉ Lo：　上スクロール Ｚ２端子との組み合わせについて、欄外の内容も
参照してください。５ ＺＤＯＷＮ I Lo：　下スクロール

６ ４Ｂ I Lo：　第４ボタン　ＯＮ

７ ５Ｂ I Lo：　第５ボタン　ＯＮ

８ ＶＳＳ 　ＶＳＳ

９ Ｚ２ I Lo：　Ｚ値として±２をレポートする。

１０ ＭＯＮ Ｏ Lo：　ＬＥＤ等を接続し動作中であることを表示

１１ ＰＲＯＣ I Lo：　移動開始時の減速処理有効

１２ ＲＡＴ２ I Lo：　レポートレート２倍

１３ ＤＡＣＣ Ｉ Lo：　加速処理有効（スイッチによる方向検出のみに適用）

１４ ＶＵＳＢ 　Ｃを介してＶＳＳへ接続

１５ Ｄ－ ＵＳＢ接続　：　Ｄ－

１６ Ｄ＋ ＵＳＢ接続　：　Ｄ＋

１７ 予備 Ｏ

１８ 予備 Ｏ

１９ ＶＳＳ 　ＶＳＳ

２０ ＶＤＤ 　ＶＤＤ　（３～５Ｖ）

２１ Ｒｉｇｈｔ Ｉ* Lo：　右移動

２２ Ｌｅｆｔ Ｉ* Lo：　左移動

２３ Ｄｏｗｎ Ｉ* Lo：　下移動

２４ Ｕｐ Ｉ* Lo：　上移動

２５ Ｍ－Ｂ Ｉ* Lo：　中央ボタンＯＮ

２６ Ｒ－Ｂ Ｉ* Lo：　右ボタンＯＮ

２７ Ｌ－Ｂ Ｉ* Lo：　左ボタンＯＮ　※PC のスタンバイ解除としても機能

２８ Ｌ－ＷＢ Ｉ* Lo：　左ボタンのダブルクリック

※１）I/O欄の“*”付入力ポートは内部でプルアップされています。
　２）現在は縦横のスクロールを中ボタンと移動情報を利用するなどしてホスト側の処理で実現する事が
　　　多くなっていますが、以前はＺの値で分ける方法もあった様です。よって±１をＺ値の標準として、
　　　Ｚ２端子が Lo の場合は±２をレポートする機能を設けています。



４　サンプル回路
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SUBIC-005　基本回路例

リセット信号との共用のピンで極めてノイズに
弱いため、場合により対策が必要
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デジタル加速有効

レート２倍

第４ボタン

第５ボタン

GND

D+

D-

+V

上スクロール

下スクロール

左Ｗクリックボタン

左ボタン

右ボタン

中央ボタン

上移動ボタン

下移動ボタン

左移動ボタン

右移動ボタン

移動開始時減速

アナログ検出有効

 ↑上移動

 ↓下移動

 ↑右移動

 ↓左移動
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